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写真は、3 月10 日に行われた「飛べ！紙ヒコーキ」の様子。詳細は11 ページ。

くらしのカレンダーの訂正についてくらしのカレンダーの訂正について
●訂正箇所
　下記のゴミ収集日程区分の【八日市、西八日市、日出団地、日出本町、日出中央】の箇所
●訂正内容
　 上記地区の色区分及び、もやさないごみ・リサイクル区分に誤りがあります。正しくは次のとおりです。該当地区の世帯には、
訂正用のシールを配布しています。お手数をおかけして申し訳ありませんが、該当箇所にシールをお貼りください。

もやすごみＢ地域（火・金）
【豊岡】長野、尾久保、団地東・西・南・北、

中の二、（太田・是城・中の三）の
10号線より山側

もやさないごみ・リサイクル
②

【日出】北・南浜、若宮、下町、堀、内堀、佐尾、
上仁王、東仁王

もやさないごみ・リサイクル
③

【日出】八日市、西八日市、日出団地、本町、
中央

もやさないごみ・リサイクル
④

【藤原】南部の10号線より東側 もやさないごみ・リサイクル
⑥

もやすごみＢ地域（火・金）
【豊岡】長野、尾久保、団地東・西・南・北、

中の二、（太田・是城・中の三）の
10号線より山側

もやさないごみ・リサイクル
②

【日出】北・南浜、若宮、下町、堀、内堀、佐尾、
上仁王、東仁王

もやさないごみ・リサイクル
③

【日出】八日市、西八日市、日出団地、本町、
中央

もやさないごみ・リサイクル
⑦

【藤原】南部の10号線より東側 もやさないごみ・リサイクル
⑥



表①　65歳以上の人口及び高齢化率の年次推移

総人口 65歳以上人口 高齢化率
平成18年度 28,091人 6,242人 22.20%
平成19年度 28,341人 6,398人 22.60%
平成20年度 28,561人 6,545人 22.90%
平成21年度 28,517人 6,716人 23.60%
平成22年度 28,631人 6,886人 24.10%
平成23年度 28,653人 6,905人 24.10%
平成24年度 28,742人 7,153人 24.90%
平成25年度 28,816人 7,424人 25.80%
平成26年度 28,879人 7,673人 26.60%

　左の表を見ると、日出町においても高齢化

は着実に進行していることが分かります。

　団塊世代が高齢期を迎える平成 24年度か

らの３年間では、65歳以上の人口が 520人

増加する見込みとなっています。

　高齢化社会を迎えるにあたり、介護保険制

度の安定な運営には、介護予防の徹底と健康

づくりへの意識づけの取り組みを徹底してい

くことが必要です。

65歳以上の第1号被保険者

介護保険料を改正します
　今年度、65 歳以上の方の介護保険料を次のとおり改正します。
　保険料の改正は、３年ごとの介護保険事業計画の見直しに合わせて実施されます。
　介護保険事業計画では、アンケートを実施するなどして、高齢者の現状把握を行うとともに、今後
3年間に必要となる介護給付費などを算定し、介護保険制度を安定運営していくために必要となる保
険料などを決定します。
　介護給付費の財源は、国・県・町からの公費２分の１、残りの２分の１を皆さんからの保険料によ
り賄われています。そのため高齢化の進行により、介護給付費が上昇すると、それに伴って保険料も
増額していく仕組みになっています。

介護保険料を次のとおり改正します

区分 対象者
改正前 改正後

保険料（年額） 保険料（年額）

第 1段階
生活保護受給者、または老齢福祉年金

受給者で世帯全員が町民税非課税
28,100 円 34,600円

第 2段階
世帯全員が町民税非課税（公的年金等

収入＋合計所得金額が 80万円以下）
28,100 円 34,600円

第 3段階
世帯全員が町民税非課税

（第１段階・第２段階以外）
42,200 円 51,900円

第 4段階

本人が町民税非課税（公的年金等収入

＋合計所得金額が 80万円以下）
46,700 円 57,500円

本人が町民税非課税（上記以外） 56,300 円 69,200円

第 5段階
本人が町民税課税で、合計所得金額が

190万円未満（改正前は、200万円未満）
70,300 円 86,600円

第 6段階
本人が町民税課税で、合計所得金額が

190万円以上（改正前は、200万円未満）
84,400 円 103,900円
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18年度 19年度 20年度 21年度 22年度 23年度 24年度 25年度 26年度

介護
給付費

1,518,952 1,466,455 1,593,535 1,750,728 1,775,444 1,853,583 2,015,998 2,055,992 2,092,998

介護予防
給付費

21,762 113,909 117,548 131,162 147,607 148,057 158,209 166,620 172,377

総給付費 1,540,714 1,580,364 1,711,083 1,881,890 1,923,051 2,001,639 2,174,207 2,222,612 2,265,375

表②　介護給付費の年次推移

　上の表は、平成 18 年度から平成 26 年度までの、介護給付費及び介護予防給付費を示したものです。

８年間で急激に増加していることが分かります。

（単位： 千円）

一
番
大
事
な
こ
と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
、

自
分
の
心
身
を
大
切
に
思
う
こ
と

　

介
護
保
険
料
の
引
き
上
げ
は
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
利
用
者
が
増
え
た
こ
と
に
よ

り
介
護
給
付
費
が
増
加
し
た
た
め
で

す
。
日
出
町
の
第
１
号
被
保
険
者
の
介

護
保
険
料
の
増
額
は
６
年
ぶ
り
で
す
。

第
１
号
被
保
険
者
の
介
護
保
険
料
の
負

担
割
合
が
、
20
％
か
ら
21
％
に
上
昇
し

た
こ
と
、
介
護
報
酬
が
改
定
さ
れ
た
こ

と
な
ど
も
影
響
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
度
は
介
護
保
険
特
別
会

計
で
赤
字
が
予
想
さ
れ
た
た
め
、
１
，

９
０
０
万
円
の
借
金
を
し
ま
し
た
。
こ

の
借
金
は
平
成
26
年
度
ま
で
の
３
年
間

で
償
還
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
、
介

護
保
険
に
加
入
し
ま
す
の
で
、
第
１
号

保
険
者
数
は
増
加
し
ま
す
。
そ
れ
に
伴

い
、
ま
す
ま
す
介
護
給
付
費
が
増
加
す

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　

昨
年
か
ら
、
65
歳
以
上
の
方
に
対
し

て
生
活
実
態
を
把
握
す
る
た
め
の
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ

の
結
果
か
ら
、
要
介
護
状
態
と
な
る
お

そ
れ
の
高
い
方
を
選
定
し
て
、
介
護
予

防
事
業
へ
の
参
加
を
促
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
全
自
治
区
を
ま
わ
っ
て
、
介

護
予
防
・
健
康
意
識
の
普
及
を
図
る
活

動
を
実
施
し
て
お
り
、「
転
倒
骨
折
予

防
教
室
」
や
「
認
知
症
予
防
教
室
」
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
教
室
終
了
後
も
引

き
続
き
地
域
の
中
で
、
自
主
的
に
教
室

を
開
催
で
き
る
よ
う
に
支
援
し
て
い
き

ま
す
。

　

介
護
予
防
の
必
要
性
を
認
識
し
て
、

自
治
公
民
館
等
の
身
近
な
場
所
で
自
ら

実
践
し
て
も
ら
う
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

新
し
く
要
支
援
・
要
介
護
に
な
る
方

を
増
や
さ
な
い
こ
と
、
そ
し
て
要
支
援

者
・
要
介
護
者
の
機
能
改
善
を
図
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

　

高
齢
者
が
可
能
な
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
で
、
自
立
し
た
生
活
を
送
っ
て
い

た
だ
く
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
を
示

し
た
第
５
期
介
護
保
険
事
業
計
画
を
策

定
し
ま
し
た
。
策
定
に
あ
た
り
高
齢
者

に
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
外
出

や
買
い
物
な
ど
、「
自
分
で
で
き
る
け

ど
、
し
て
い
な
い
」
と
い
う
回
答
が
多

く
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
が
機
能
低
下
を

進
行
さ
せ
て
い
る
の
で
す
。

　

誰
も
が
い
つ
ま
で
も
健
康
で
生
き
生

き
と
し
た
生
活
を
送
り
た
い
と
考
え
る

も
の
で
す
。
心
身
の
機
能
低
下
を
防
ぐ

た
め
に
も
「
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
す
る
」。
そ
し
て
一
番
大
事
な
こ

と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
、
自
分
の
心
身

を
大
切
に
思
う
こ
と
で
す
。
あ
く
ま
で

も
、
健
康
づ
く
り
の
主
役
は
、
こ
れ
を

読
ん
で
お
ら
れ
る
「
あ
な
た
」
な
の
で

す
。

健康増進課長　河野王
たかみ

見
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脳
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
室

（
認
知
症
予
防
教
室
）

　

自
治
区
単
位
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

平
成
23
年
度
は
藤
原
の
自
然
郷
区
で
開

催
し
、
今
年
度
は
大
神
の
高
尾
区
で
開

催
予
定
で
す
。

　

月
に
１
回
自
治
公
民
館
で
工
作
や

ゲ
ー
ム
、
音
楽
療
法
、
運
動
な
ど
を
行

う
教
室
で
す
。
楽
し
む
こ
と
で
脳
に
刺

激
を
与
え
、
認
知
症
を
予
防
し
ま
す
。

　

１
年
間
の
教
室
終
了
後
は
、
自
主
教

室
と
し
て
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ハ
ッ
ピ
ぃ
教
室

（
認
知
症
予
防
教
室
）

　

寝
た
き
り
の
原
因
の
一
つ
で
も
あ
る

転
倒
を
予
防
す
る
た
め
の
教
室
で
、
町

内
の
自
治
区
単
位
で
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

誰
に
で
も
起
こ
る
、
加
齢
に
よ
る
足

腰
の
筋
力
低
下
を
防
ぐ
た
め
に
、
ス
ト

レ
ッ
チ
、
ボ
ー
ル
運
動
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
度
は
日
出
の
堀
区
、
川
崎

の
宗
行
区
で
開
催
し
ま
し
た
。
教
室
終

了
後
は
自
主
教
室
と
し
て
活
動
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。

さ
よ
な
ら
メ
タ
ボ
活
動
教
室

　

脳
梗
塞
や
心
筋
梗
塞
の
危
険
性
を
高

め
る
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

の
予
防
の
た
め
の
教
室
で
す
。

　

自
分
の
体
の
こ
と
を
知
り
、
講
義
や

実
習
を
と
お
し
て
、
食
事
の
改
善
や
運

動
の
取
り
組
み
方
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。

　

３
カ
月
間
に
５
回
の
教
室
を
開
催
し

ま
す
。
平
成
23
年
度
は
参
加
者
全
員
が

腹
囲
を
減
ら
す
こ
と
に
成
功
し
、
一
番

減
っ
た
方
で
は
腹
囲
が
８
．
５
㎝
も
減

り
ま
し
た
。
今
年
度
は
秋
か
ら
ス
タ
ー

ト
の
予
定
で
す
。

　

ぜ
ひ
、
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

陶芸を楽しみながら脳を刺激

ストレッチをする参加者

メタボ解消！

　町では、次のような介護予防教室を開催しています。

　将来、寝たきりや要介護者にならないためには、運動や生活習慣の改善を行ったり、気の合う仲

間をつくるなど、心と体の健康を高めていくことがとても大切です。そのためにも、身近な健康づ

くりの場が必要だと考えています。ご自身の地区で介護予防教室や健康教室が開催される際には、

ぜひ参加してください。

介護予防教室を開催しています

元気なうちから始める介護予防教室
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　日出町では町内に住む６５歳以上の方（要介護認定者を除く）を対象に「介護予防のための基本

チェックリスト」を実施しています。

　この「介護予防のための基本チェックリスト」に答える事で、自分の生活を振り返り、どのよう

な介護予防の取り組みが必要か分かるようになっています。

　平成２３年度は南端、豊岡、大神地区の方に回答していただきました。その結果２, ９０１人中，

７１１人の方（２４％）に何らかの介護予防の取り組みが必要という結果がでました。

　今年度は日出、藤原、川崎地区の方を対象にし、３月末にすでに郵送でチェックリストを送付し

ています。今は元気でも、ぜひアンケートに答えていただき、介護予防について考えていただきた

いと思います。

介護予防のためのチェックリストを実施

65 歳以上の 24％の方に介護予防が必要

　上記チェックリストの結果により、介護予防の取り組みが必要と判定された方に対して、地域包

括支援センターの職員が自宅を訪問し、生活習慣や体の調子などについてのお話を聞かせていただ

きます。

　また、対象者には次の３つの教室を開催していますので、ぜひ参加してください。

●通所型介護予防教室（運動機能向上）

　 　運動機能の低下により、介護予防への取り組みが必要と判定された方を対象にした全１２回（３

カ月間）の教室です。家庭でできる簡単なストレッチや筋力アップ運動について学ぶ教室です。

　 　また、教室受講前と受講後には体力測定を実施し、実際にどのくらい運動機能が向上したかを

確認します。

●通所型介護予防教室（栄養改善）

　 　栄養改善が必要と判定された方を対象に行う全６回（４カ月間）の教室です。この教室では、

高齢者が陥りやすい低栄養についての学習や調理実習を行います。

　　また、具体的な食事のアドバイスなども行います。

●通所型介護予防教室（口腔機能向上）

　 　口腔機能の低下により、介護予防への取り組みが必要と判定された方に対する全６回（３カ月間）

の教室です。口腔機能とは、食べ物を噛んだり、飲んだりするための口や喉の働きのことです。

　 　教室では、実際に口腔機能に問題がないか専門スタッフ（歯科衛生士や言語聴覚士など）によ

る個別相談や講義、実習を通して生活の中でできる取り組みを学びます。

問合先　健康増進課長寿健康係　☎73‐ 3130

チェックリストの結果を受けて介護予防教室を実施しています

介護予防でいつまでも元気に！
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ウオーキングをとおして町の良さを再発見

日出町ウオーキング協会（財津定行会長）が、ウオーキングをとおして町の良さを再発見してもら

うとともに、町民の健康増進につながればと、町内の史跡などを巡る「日出町歴史・史跡の道」やフ

ランシスコ・ザビエルが歩いたとされる道を巡る「ザビエルの歩いた道」など、５つのウオーキングコー

スを考案しました。中には、「極楽行きパスポート」取得の道などユニークなコースもあります。

同協会では、日出町にウオーキング文化を根付かせようと、今後も地区ごとに特色あるウオーキン

グコースを設定していく予定です。

二の丸館にパンフレットを置いています

コ
ー
ス
１
（
10
㎞
）

美
し
い
日
本
歩
き
た
く
な
る
道

こ
の
コ
ー
ス
は
、
す
ば
ら
し
い
自
然

や
景
観
が
評
価
さ
れ
、「
美
し
い
日
本

･

歩
き
た
く
な
る
道
５
０
０
選
」
や
、

「
お
お
い
た
遺
産
」
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

二
の
丸
館
↓
城
下
公
園
↓
島
山
↓
辻
間
団

地
入
口
↓
辻
間
団
地
↓
黒
岩
公
園
↓
は
な

み
ず
き
通
り
↓
堀
交
差
点
↓
日
出
若
宮
八

幡
社
↓
日
出
港
↓
城
下
公
園
↓
二
の
丸
館

コ
ー
ス
２
（
６
㎞
）

日
出
町
歴
史
・
史
跡
の
道

こ
の
コ
ー
ス
は
、
歴
史
風
情
あ
る
城

址
周
辺
や
帆
足
萬
里
の
墓
な
ど
、
日
出

町
の
歴
史
や
史
跡
を
巡
り
ま
す
。

二
の
丸
館
↓
裏
門
櫓
↓
鬼
門
櫓
↓
致
道
館

↓
龍
泉
寺
↓
帆
足
萬
里
の
墓
↓
松
屋
寺
↓

日
出
若
宮
八
幡
社
↓
的
山
荘
↓
大
サ
ザ
ン

カ
↓
二
の
丸
館

二の丸館

黒岩公園

城下公園

島山公園

二の丸館・裏門櫓

鬼門櫓

的山荘

日出若宮八幡社

龍泉寺

松屋寺
帆足萬里の墓

致道館
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コ
ー
ス
３
（
17
㎞
）

ザ
ビ
エ
ル
の
歩
い
た
道

　

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
に
来
日
し
た
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
・
ザ
ビ
エ
ル
が
通
っ
た
と

さ
れ
る
道
。
大
分
に
来
た
際
、
こ
の
西

鹿
鳴
越
道
を
通
り
、
豊
岡
の
浜
か
ら
府

内
に
向
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
の
丸
館
↓
城
下
公
園
↓
太
田
海
岸
↓
日

出
殉
教
公
園
↓
日
出
藩
成
敗
場
跡
地
↓
山

田
湧
水
↓
別
府
湾
展
望
所
↓
黒
岩
公
園
↓

帆
足
萬
里
の
墓
↓
龍
泉
寺
↓
二
の
丸
館

コ
ー
ス
４
（
５
㎞
）

日
出
湾
・
別
府
湾
展
望
の
道

　

日
出
町
は
、
県
内
で
も
こ﹅

﹅て
絵
が
数

多
く
残
存
す
る
地
域
の
一
つ
で
す
。
別

府
湾
を
眺
め
な
が
ら
歩
く
こ
の
コ
ー
ス

の
途
中
に
は
、
美
し
い
色
彩
の
こ
て
絵

や
、
ユ
ニ
ー
ク
な
こ
て
絵
に
出
会
え
ま

す
。

二
の
丸
館
↓
城
下
公
園
↓
日
出
港
↓
臨
港

大
橋
↓
楠
地
蔵
↓
こ
て
絵
↓
的
山
荘
↓
二

の
丸
館

コ
ー
ス
５
（
８
㎞
）

極
楽
行
き
パ
ス
ポ
ー
ト
取
得
の
道

　

宗
派
の
違
う
５
つ
の
お
寺
を
回
る

コ
ー
ス
で
す
。

　

朱
印
帳
に
ご
朱
印
を
も
ら
え
ば
、

３
０
０
円
で
「
極
楽
行
き
の
パ
ス
ポ
ー

ト
」
を
も
ら
え
る
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

コ
ー
ス
で
す
。

二
の
丸
館
↓
龍
泉
寺
↓
朝
日
寺
↓
蓮
華
寺

↓
妙
光
寺
↓
西
教
寺
↓
二
の
丸
館

「ウオーキング文化の道」お披露目会を開催
●集合場所　二の丸館

●集合時間　9時集合　9時 30分スタート

●参 加 料　中学生以上 300円／１回

　　　　　　小学生無料（保護者同伴）

●申込・問合先

　　　　　　日出町観光協会　☎ 72‐4255

●開催日　

○「美しい日本歩きたくなる道コース」　　５月５日（土）

○「日出町歴史・史跡の道コース」　　　　６月２日（土）

○「極楽行きのパスポート取得コース」　　７月７日（土）

○「日出湾・別府湾展望の道コース」　　７月２８日（土）

○「ザビエルが歩いた道コース」　　　１０月２１日（日）

二の丸館

黒岩公園
山田湧水

別府湾展望所

日出殉教公園
日出藩成敗場跡地

龍泉寺

帆足萬里の墓

二の丸館

城下公園

日出港
的山荘

こて絵

臨港大橋

二の丸館 蓮華寺

西教寺

妙光寺
朝日寺龍泉寺
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テーマ 講座の内容 担当課

役場の業務について 各課の業務内容／各種施設について 総務課

自治区について 区長の役割について 〃

防災業務について 日出町の防災対策について 〃

選挙制度について 選挙制度について 〃

消費者問題について 訪問販売や悪徳商法等について 〃

町有財産について 普通財産と行政財産／土地の払い下げ手続き 財政課

町の財政について 町の現状／予算の仕組み／今後の財政計画 〃

行財政改革について 町の取り組み状況 政策推進課

町の主要施策について 日出町総合計画／協働のまちづくり／公共交通ネットワーク 〃

住民税の仕組み 住民税とは／課税の仕組み 税務課

固定資産税の仕組み 土地、家屋に対する課税の仕組み 〃

農業所得決算書作成 申告方法／収支計算書の書き方 〃

国民健康保険税の仕組み 国民健康保険税について／課税の仕組み 〃

戸籍制度と各種届出 戸籍制度の解説と各種届出の諸注意 住民課

人権基礎講座 同和問題をはじめとする人権問題の歴史と取り組みについて 〃

障がい者支援
障害者自立支援法のサービス内容／利用者負担／その他のサービ
スについて

福祉対策課

子育て支援 各種手当／保育園／医療費助成／児童館／児童クラブ 〃

予防接種について 子どもの予防接種について 〃

子どもの健康 子どもの事故防止／感染症／むし歯予防 〃

糖尿病の予防 糖尿病とは／予防するための食事の話 健康増進課

町の施策や課題を説明

■ひらかれた町政を進める

　協働のまちづくりを進めるために、皆さんのもとへ担当課長が伺い、

町の施策や課題等の説明を行います。

■ 申込条件　10人以上の集まり／開催日１カ月前までに要申請／会場

の準備等は申請者側でお願いします。

＊ 陳情・苦情等を目的とする場合や、政治・営利・宗教活動を目的とす

る場合は該当しません。

■ 申込　政策推進課広報広聴係に備え付けの申請書を提出してくださ

い。ホームページからもダウンロードできます。

■問合先　政策推進課広報広聴係　☎ 73－ 3116

　　　　　http://www.hiji.town.oita.jp

１．町政ふれあい講座

移動町長室の様子

町政ふれあい講座の様子
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高血圧の予防 高血圧とは／予防のための食事の話 健康増進課

脂質異常の予防 コレステロールの話／予防のための食事の話 〃

骨粗しょう症 骨粗しょう症の話と簡単ストレッチ／予防のための食事の話 〃

メタボリックシンドロー
ムの予防

メタボリックシンドロームの話／予防のための食事の話 〃

健康診査について 特定健康診査／がん検診の話 〃

介護予防普及啓発事業 介護予防の話／低栄養予防の食事について 〃

成年後見制度について 法定後見制度／任意後見制度 〃

地域包括支援センターに
ついて

地域包括支援センターの役割 〃

犬・猫の飼い方について
犬・猫を飼う場合の法的基本事項／マナーとトラブル回避／野良
犬・野良猫について／地域の方へのお願い

生活環境課

地球温暖化防止について エコライフの紹介 〃

まちづくりと観光振興 まちづくり計画／観光振興施策について 商工観光課

農地制度の基礎知識
農業振興地域からの除外・編入／農地の賃借／所有権移転などの
転用

農林水産課
農業委員会

鳥獣被害を考える 法令／補助制度／駆除と自己防衛 農林水産課

地籍調査について 地籍の調査・利活用について 〃

町の都市計画について 日出町マスタープランについて 都市建設課

道路整備について 町の道路の状況／主要事業の概要／道路の維持管理について 〃

公営住宅について 公営住宅について／維持管理について 〃

公園について 町内の公園のすがた／管理・整備計画 〃

上水道について
上水道の流れ／施設とその管理、家庭内の管理／企業経営のあり
方

上下水道課

下水道について
下水道の流れ／施設とその管理、家庭内の管理／自然流下である
ための経営のあり方

〃

教育委員会の役割 教育委員会の組織／構成／役割／業務等 教育総務課

教育委員会の指導方針 幼稚園／学校教育の指導方針 学校教育課

文化財について 町内の文化財の紹介／文化財の種類と価値 生涯学習課

社会教育計画について 社会教育における青少年の育成と人権教育の取り組みについて 〃

スポーツ振興について 総合型地域スポーツクラブの趣旨と地域スポーツの推進について 〃

２
．移
動
町
長
室

町
長
と
気
軽
に
意
見
交
換

　

役
場
で
は
地
域
の
皆
さ
ん
と
行
政
の

相
互
理
解
を
深
め
、
皆
さ
ん
の
声
を
町

政
に
反
映
さ
せ
、
今
後
の
町
づ
く
り
に

役
立
て
る
た
め
「
移
動
町
長
室
」
を
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

町
長
自
身
が
伺
い
、各
団
体
、グ
ル
ー

プ
の
皆
さ
ん
と
意
見
交
換
を
し
ま
す
。

●
内
容

　

 　

皆
さ
ん
が
普
段
考
え
て
い
る
こ

と
、
思
っ
て
い
る
こ
と
を
自
由
に
町

長
と
お
話
し
く
だ
さ
い
。

○ 

５
人
以
上
の
集
ま
り
が
対
象
。

○ 

対
話
時
間
は
１
時
間
か
ら
１
時
間
30

分
程
度
。

○ 

主
催
者
の
希
望
会
場
に
お
伺
い
し
ま

す
。

● 

申
込
方
法

　

 　

電
話
、Ｆ 

Ａ 

Ｘ 

で
希
望
の
日
時
、

場
所
等
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

＊ 

町
長
の
日
程
を
調
整
の
う
え
、
開
催

日
時
を
決
定
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

● 

問
合
先　

政
策
推
進
課
広
報
広
聴
係

☎
73
‐
３
１
１
６

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
72
‐
７
２
９
４
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希
望
者
は
事
前
に
登
録
が
必
要

住
民
票
な
ど
を
第
三
者

に
交
付
し
た
場
合
は
、

本
人
に
通
知
し
ま
す

　

こ
の
制
度
は
、
住
民
票
の
写
し
や
戸

籍
謄
本
等
を
代
理
人
や
第
三
者
に
交
付

し
た
場
合
、
事
前
に
登
録
し
た
人
に
対

し
て
、
交
付
し
た
事
実
を
通
知
す
る
た

め
の
制
度
で
す
。
住
民
票
の
写
し
等
の

不
正
請
求
や
不
正
取
得
に
よ
る
個
人
の

権
利
侵
害
の
防
止
を
図
る
た
め
に
、
４

月
２
日
か
ら
実
施
し
ま
す
。

■
通
知
の
対
象
と
な
る
交
付
書
類

・
住
民
票
の
写
し

・
住
民
票
記
載
事
項
証
明
書

に
対
し
て
、
次
の
と
お
り
戸
別
所
得
補

償
交
付
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

基
本
的
な
要
件
や
単
価
は
昨
年
度
と

同
様
で
す
。

　

申
請
方
法
や
、
そ
の
他
の
内
容
に
つ

い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
畑
地
に
対
す
る
戸
別
補
償
交
付
金
】

○
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金

　

 　

生
産
目
標
数
量
に
従
っ
て
麦
や
大

豆
等
を
生
産
す
る
場
合

○
規
模
拡
大
加
算

　
　

農
地
を
面
的
集
積
す
る
場
合

○
再
生
利
用
加
算

　

 　

畑
地
の
耕
作
放
棄
地
を
解
消
し
、

麦
・
大
豆
を
作
付
け
す
る
場
合

【
水
田
へ
の
戸
別
補
償
交
付
金
】

○
米
の
所
得
補
償
交
付
金

　
　

主
食
用
米
の
作
付
け
を
す
る
場
合

○
水
田
活
動
の
所
得
補
償
交
付
金

　
　

転
作
作
物
の
作
付
け
を
す
る
場
合

○
畑
作
物
の
所
得
補
償
交
付
金

　

 　

生
産
目
標
数
量
に
従
っ
て
麦
や
大

豆
等
を
生
産
す
る
場
合

○
規
模
拡
大
加
算

　
　

農
地
を
面
的
集
積
す
る
場
合

■
問
合
先　

日
出
町
農
業
再
生
協
議
会

　
（
農
林
水
産
課
内
）

　

☎
73
‐
３
１
２
７

・
戸
籍
の
附
票
の
写
し

・
戸
籍
謄
本
及
び
戸
籍
抄
本

・
戸
籍
記
載
事
項
証
明
書

■
登
録
に
必
要
な
も
の

・ 

窓
口
に
来
る
人
の
本
人
確
認
書
類

（
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
、
旅
券
、

運
転
免
許
証
等
本
人
の
写
真
が
貼
付

さ
れ
て
い
る
官
公
署
が
発
行
し
た
証

明
書
等
）

・
代
理
人
の
場
合
は
、
委
任
状

・ 

法
定
代
理
人
（
未
成
年
者
の
保
護

者
、
成
年
後
見
人
）
の
場
合
は
、
戸

籍
謄
本
な
ど
の
代
理
人
の
資
格
を
証

す
る
書
類

■
通
知
す
る
内
容

・
書
類
の
交
付
年
月
日

・ 

交
付
書
類
の
種
別
（
住
民
票
の
写

し
、
戸
籍
謄
本
等
）
及
び
枚
数

・ 

交
付
請
求
者
の
種
別
（
代
理
人
、
代

理
人
以
外
の
別
）

■
登
録
有
効
期
間

・ 

申
込
日
の
翌
々
年
度
の
３
月
末
日
ま

で
■
問
合
先　

住
民
課
戸
籍
住
民
係

　

☎
73
‐
３
１
２
２

水
田
と
畑
地
で
の
作
付
に
対
し
て

戸
別
所
得
補
償
制
度
を
実
施

　

昨
年
度
と
同
様
、
水
田
へ
の
作
付
け

や
畑
地
に
対
象
作
物
を
作
付
け
し
た
者

国民年金保険料の
　　　納め忘れはありませんか

　平成２４年度の国民年金保険料は月額

１４，９８０円です。納めた保険料は「社

会保険控除」として全額控除の対象とな

り、税金の負担が軽減されます。

　１年分前納は５月１日までです。

　問合先　別府年金事務所☎ 22-5111

米や図書カ
ードが当た

ります

日出町税
口座振替キャンペーン

対象期間　4月 2日（月）～ 7月 31日（火）

対象税目　 住民税・固定資産税・軽自動車税・国民

健康保険税・介護保険料・後期高齢者医

療保険料　

対象者　 キャンペーン期間中、新規（追加）に口座

振替を申し込んだ方

申　込　口座振替の手続きで申込完了

記念品　 米5kg（20名様）・1,000円図書カード（200

名様）

＊ キャンペーン中に口座振替を解約し、再度申し込

まれた方は対象外です。

＊当選は発送をもって代えさせていただきます。

＊発送は 9月下旬予定。

問合先　税務課　☎ 73－３１２３

12

制度改正や手続き、暮らしに役立つ行政情報のお知らせ

知
っ
て
お
き
た
い
行
政
情
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公
園
の
整
備
・
道
路
の
清
掃

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

■
受
付
期
間　

４
月
18
日（
水
）ま
で

■ 

応
募
方
法　

履
歴
書（
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
、

Ａ
３
サ
イ
ズ
）に
必
要
事
項
を
記
入

し
、総
務
課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

■
採
用
方
法　

書
類
選
考
及
び
面
接

■ 

採
用
条
件　

普
通
自
動
車
運
転
免
許

（
Ａ
Ｔ
限
定
不
可
）

■
賃
金　

６
，２
０
０
円
／
日
額

■
手
当
等　

一
時
金
無
し
、退
職
金
無
し

【
生
涯
学
習
課
】

○
職
務
内
容　

運
動
公
園
の
整
備

○
雇
用
期
間　

５
月
１
日
〜
12
月
28
日

○
勤
務
形
態　

月
15
日
勤
務

○
社
会
保
険
等　

雇
用
保
険

○
募
集
人
員　

２
人

○
問
合
先　

生
涯
学
習
課　

　

☎
73
‐
３
１
５
６

【
都
市
建
設
課
】

○ 

職
務
内
容　

道
路
・
公
園
の
環
境
美
化

○
雇
用
期
間　

５
月
１
日
〜
10
月
31
日

○
勤
務
形
態　

平
日
勤
務

○ 

社
会
保
険
等　

雇
用
保
険
・
健
康
保

険
・
厚
生
年
金

○
募
集
人
員　

２
人

○
問
合
先　

都
市
建
設
課　

　

☎
73
‐
３
１
７
２

監査結果の公表

　地方自治法の規定に基づき、平成２３年度定期監査及び財政援助団体の監査を実施しましたので、

その結果を公表します。 ●問合先　監査委員事務局　☎ 73 ‐ 3107

　　平成２４年２月２４日

 日出町監査委員　　阿　部　長　夫

 日出町監査委員　　熊　谷　健　作

　定期監査として、年次計画に基づき平成２３年１１

月２日より平成２４年１月１９日まで町長部局の各

課、教育委員会部局、議会等の各事務局、抽出による

中学校１校、小学校１校、幼稚園１園及び施工中の工

事を対象に阿部長夫委員、熊谷健作委員が監査を行い

ました。

　関係諸帳簿等を照合確認した結果、歳入・歳出とも

に、予算及び関係法令等に基づき正当な手続きにより

執行され、概ね適正に処理されていると認めたところ

ですが、一部不適正な処理が認められ、指摘するとと

もに是正を求め、併せて指導、要望をしたところであ

ります。

　町長部局では、総務課に、各種団体への補助金は実

態を考慮し金額を決定するよう要望し、また、職員の

スキルアップのための対策と、精神衛生面の充実に配

慮するよう求めました。

　財政課には、委託等は内容を精査し、契約するよう

求め、福祉対策課には、保健福祉センターの有効活用

について要望しました。

　健康増進課には、国・県の負担金・補助金の早期請

求に努めるよう要望し、また、都市建設課には、町営

住宅使用料の早期徴収に努力するよう求めました。

　教育委員会部局では、教育総務課に教育委員会の議

事内容について町民への公表を求め、生涯学習課及び

小・中学校には、備品の管理と整理の改善を要望しま

した。

　以上、各課等に指摘、指導、要望をし、改善を求め

たところでありますが、財務及び行政事務の執行状況

は、概ね良好であると認めました。

　財政援助団体監査として、日出町社会福祉協議会及

び日出町観光協会における平成２３年度の出納、その

他の事務の執行について平成２３年１１月８日及び

２４日に監査を行いました。

　町からの補助金が交付目的に従って適正かつ効率的

に執行されているか、また、財政援助に係る出納経理

その他の事務処理が適正に行なわれているか等につい

て、補助金等交付申請書及び確定通知書をはじめ予算

書、決算書、実績報告書等、関係書類の提出を求め、

審査を行うとともに、担当職員から説明を聴取しまし

た。

　監査の結果、財政援助の目的に従って概ね適正に執

行されていることを認めました。

13



健　康

子育て
４月の休日当番医
　　　健康増進課 ☎ 73‐ 3130

＊診療時間 9 時～ 17 時
＊ 発行後に変更になる場合がありま
す。各医療機関や健康増進課にご
確認ください。

１日　鈴木病院 73‐2131
８日　サンライズ酒井病院 72‐2266
15日　真那井診療所 72‐5270
22日　河野医院 72‐2302
29日　酒井病院 72‐2624
30日　日出児玉病院 72‐2724

５月の休日当番医
３日　矢野小児科医院 72‐1011
４日　鈴木病院 73‐2131
５日　サンライズ酒井病院 72‐2266
６日　大石内科医院 72‐2121

気軽に利用してください

授乳室を設置しました

住民課横に設置した授乳室

　設置場所　住民課横（役場旧館１階）

　　　　　　中央公民館児童室
　役場の庁舎内に授乳室を設置しました。おむつ交換台や授乳イス、

温水器付シンクを備え付けています。また、中央公民館児童室にも授

乳室を設置しています。

　

４
月
か
ら
、
児
童
扶
養
手
当
な
ど
の

各
種
手
当
の
額
が
次
の
と
お
り
改
定
さ

れ
ま
す
。
該
当
す
る
方
に
は
金
額
等
を

郵
送
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
手
当
の
金
額
は
、
全
国
消
費

者
物
価
指
数
の
変
動
に
応
じ
て
決
定
さ

れ
ま
す
。

　

平
成
23
年
の
同
指
数
が
、
対
前
年
比

で
０
．
３
％
下
落
し
た
た
め
、
手
当
の

額
も
同
率
の
引
き
下
げ
と
な
り
ま
し

た
。

【
変
更
後
の
手
当
額
】

○
児
童
扶
養
手
当

・
全
部
支
給　
　

４
１
，
４
３
０
円

・
一
部
支
給　
　

９
，
７
８
０
円
〜

　
　
　
　
　
　
　

４
１
，
４
２
０
円

手
当
の
金
額
が
変
わ
り
ま
す

児
童
扶
養
・
特
別
児
童
扶
養
・
特
別
障

害
者
・
障
害
児
福
祉
・
福
祉
手
当

○
特
別
児
童
扶
養
手
当

・
１
級　
　
　

５
０
，
４
０
０
円

・
２
級　
　
　

３
３
，
５
７
０
円

○
特
別
障
害
者
手
当　

　
　
　
　
　
　

２
６
，
２
６
０
円

○
障
害
児
福
祉
手
当

　
　
　
　
　
　

１
４
，
２
８
０
円

○
福
祉
手
当
（
経
過
措
置
分
）

　
　
　
　
　
　

１
４
，
２
８
０
円

問
合
先　

福
祉
対
策
課

　
　
　
　

☎
73
‐
３
１
２
１

肝
炎
治
療
の
医
療
費
助
成

　　

大
分
県
で
は
、
肝
炎
治
療
を
受
け
て

い
る
方
を
対
象
に
医
療
費
の
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

対 

象
医
療　

次
の
医
療
行
為
で
保
険
適

用
で
あ
る
も
の
。

○ 

Ｂ
型
、
Ｃ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
対
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日出町地域子育て支援センター
 ☎28‐1212

●子育て広場・子育て相談

　月～金　9時～16時

●はじめましてこんにちは（0歳～就学前）

　9日（月）10時～12時

●赤ちゃん広場（0歳～2歳）

　 12日（木）・19日（木）・25日

（水）・5月2日（水）10時～12時

●エアロビクス教室（0歳～就学前）

　 13日（金）・27日（金）10時45分～

●誕生会（0歳～就学前）

　16日（月）10時～12時

●シールで春を咲かせよう（0歳～就学前）

　23日（月）10時～12時　町中央公民館

● 大型紙芝居＆パネルシアター（0歳～

就学前）　26日（木）10時～12時

●こいのぼりをつくろう（0歳～就学前）

　5月1日（火）10時～12時

●赤ちゃんこいのぼりづくり（0～2歳）

　5月2日（水）10時～12時

さざんか児童館 ☎72‐8383

●赤ちゃん広場（0歳児・要申込・200円）

　13日（金）10時30分～

●絵本の読み聞かせ　

　14日（土）10時30分～

●巡回児童館

　20日（金）10時30分～　中央公民館

● みんなで誕生日パーティー（乳幼

児・要申込・200円）　

　27日（金）10時30分～

●ボールプールで遊ぼう！

　30日（月）9時～

●親子グループ活動（10時30分～）

　0～1歳児　4・18・25日（水）

　　  2歳児　5・19・26日（木）

　3～5歳児　3・17・24日（火）

日出町児童館 ☎72‐0323

●親子リトミック教室（乳幼児・要申込）

　10日（火）11時～12時

　ボールを持って来てください。

●児童館を探検しよう（小学生）

　 16日（月）・20日（金）15時～16時

町中央公民館の
中庭と児童室を整備

遊びに来てください

ウッドデッキと芝生を整備した中庭 ブロックや本を設置した児童室

　親子のふれあいの場、くつろぎの場として利用できるように、町中

央公民館の中庭と児童室を整備しました。

　中庭は、裸足でも安心して遊べるように芝生を張り、その周囲にウッ

ドデッキを整備。児童室には授乳室を設置するととも、本やブロック

などを備え付けました。

　児童室の利用は未就学児に限ります。利用に際しては、保護者の同

伴と、生涯学習課での受け付けが必要です。

●問合先　生涯学習課　☎73‐ 3156

す
る
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
治
療
（
根

治
を
目
的
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
）

○ 

Ｂ
型
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
に
対
す
る
核

酸
ア
ナ
ロ
グ
製
剤
治
療

対 

象
者　

県
内
に
住
民
票
を
有
す
る
方
。

助
成
内
容

　

 　

世
帯
の
所
得
に
応
じ
、
自
己
負
担

額
が
月
額
１
万
円
ま
た
は
２
万
円
に

軽
減
さ
れ
ま
す
。

助
成
期
間

　

 　

原
則
１
年
以
内
で
す
が
、
核
酸
ア

ナ
ロ
グ
製
剤
治
療
に
つ
い
て
は
、
医

師
が
治
療
の
継
続
を
必
要
と
認
め
る

場
合
、更
新
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

必
要
書
類

　

 　

交
付
申
請
書
／
医
師
の
診
断
書
／

健
康
保
険
者
証
等
の
写
し
／
世
帯
全

員
の
住
民
票
の
写
し
／
世
帯
全
員
の

町
民
税
課
税
証
明

申
請
・
問
合
先

　

 

東
部
保
健
所
☎
67
‐
２
５
１
１

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
無
料
検
査

　　

大
分
県
で
は
ウ
イ
ル
ス
性
肝
炎
の
早

期
発
見
、早
期
治
療
を
促
進
す
る
た
め
、

保
健
所
及
び
医
療
機
関
で
Ｂ
型
・
Ｃ
型

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
の
無
料
検
査
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

対
象
者

　

 　

こ
れ
ま
で
に
、
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
を
受
け
た
こ
と
の
な
い
人
。

受
診
場
所
・
方
法

○ 

保
健
所
で
受
診
す
る
場
合
、
事
前
電

話
予
約
が
必
要
で
す
。

○ 
医
療
期
間
で
受
診
す
る
場
合
、
保
健

所
が
発
行
す
る
「
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検

査
受
診
票
」
が
必
要
で
す
。

問
合
先

　

東
部
保
健
所
☎
67
‐
２
５
１
１
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日出町長　工藤　義見

その 62

だ
よ
り

「
町
政
運
営
の
総
括
を
」と
の
質
問
に
答
え
て

３
月
５
日
か
ら
第
一
回
定
例
町
議
会
が
開
催

さ
れ
、新
た
な
飛
躍
を
目
指
し
て
、平
成
24
年
度

日
出
町
当
初
予
算
を
は
じ
め
と
し
て
各
予
算
を

編
成
し
、一
般
会
計
予
算
は
94
億
６
６
０
０
万

円（
前
年
比
６
．24
％
増
）、各
特
別
会
計
等
の
諸

議
案
を
提
案
し
、審
議
を
し
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。

３
月
７
日
の
一
般
質
問
で
は
、６
人
の
議
員

さ
ん
か
ら
種
々
の
質
問
が
あ
り
、答
弁
し
ま
し

た
が
、そ
の
中
で「
町
長
就
任
以
降
の
町
政
運
営

に
つ
い
て
の
総
括
を
」と
の
質
問
が
あ
り
、こ
れ

に
お
答
え
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
、答
弁
要
旨
を
記
載
し
ま
す
。

―
平
成
16
年
９
月
、町
長
就
任
時
に
、単
独
の
町

政
を
提
唱
し
、「
町
政
の
刷
新
」、そ
し
て「
浮
揚

に
挑
戦
」を
掲
げ
、ま
た「
ふ
れ
あ
い
と
活
力
の

あ
る
町
づ
く
り
」を
目
指
し
て
、自
立
、活
力
、発

展
を
掲
げ
、誠
心
誠
意
、公
正
な
態
度
で
町
政
に

取
り
組
み
、町
民
皆
さ
ん
の
参
加
や
、職
員
の
創

意
工
夫
、英
知
を
集
め
て
町
政
を
進
め
て
参
り

ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
下
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

種
々
の
対
策
を
講
じ
る
中
で
、町
財
政
の
健
全

化
を
進
め
、そ
の
結
果
、当
初
計
画
と
は
大
き
く

相
違
し
て
、平
成
23
年
度
末
時
点
で
、予
算
規
模

の
拡
大
、財
政
調
整
基
金
、減
債
基
金
の
両
基
金

の
積
み
増
し
が
で
き
、ま
た
、借
金
で
あ
り
ま
す

起
債
残
高
も
減
少
し
て
き
て
お
り
、お
か
げ
を

も
ち
ま
し
て
第
１
次
行
財
政
改
革
は
順
調
な
成

果
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

次
い
で
、平
成
22
年
４
月
か
ら
行
っ
た
第
２

次
行
財
政
改
革
を
進
め
る
中
で
、３
万
人
の
人

口
増
加
の
町
を
目
指
し
て
、引
き
続
き
現
在
ま

で
町
政
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、平
成
22
年
10
月
実
施
の
国
勢
調
査

で
は
、５
年
前
の
調
査
か
ら
５
８
１
人
の
人
口

増
加
に
止
ま
り
、住
民
基
本
台
帳
上
で
の
人
口

は
、少
子
高
齢
化
の
進
む
中
で
、ま
た
リ
ー
マ
ン

シ
ョ
ッ
ク
以
来
の
景
気
低
迷
で
、２
万
８
６
３

０
人
台
で
、わ
ず
か
な
人
口
の
伸
び
に
止
ま
り

ま
し
た
。

県
全
体
や
他
の
市
町
村
で
人
口
の
減
少
が

続
い
て
い
る
中
で
、日
出
町
の
み
で
人
口
の
増

加
を
期
待
す
る
こ
と
は
極
め
て
困
難
と
い
え
ま

す
。状

況
が
厳
し
い
だ
け
に
、恵
ま
れ
た
環
境
を

整
備
し
、ま
た
地
域
力
を
高
め
、歴
史
的
、文
化

的
遺
産
や
資
源
、さ
ら
に
恵
ま
れ
た
自
然
を
活

用
し
て
、さ
ら
な
る
努
力
と
、将
来
を
見
据
え
た

町
政
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

特
に
、現
世
代
や
次
世
代
の
人
た
ち
の
た
め

に
も
、広
い
視
野
と
長
期
的
な
展
望
に
立
っ
て
、

諸
課
題
に
挑
戦
し
て
、将
来
に
希
望
の
も
て
る

町
政
を
考
え
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

課
題
の
杵
築
速
見
消
防
組
合
本
部
と
杵
築
消

防
署
の
改
築
は
済
み
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
藤

ヶ
谷
清
掃
セ
ン
タ
ー
の
全
面
改
修
に
入
り
、ま

た
杵
築
速
見
環
境
浄
化
組
合
の
施
設
の
更
新
、

町
下
水
道
浄
化
施
設
の
改
修
、整
備
の
時
期
に

も
至
っ
て
い
ま
す
。

加
え
て
老
朽
化
し
て
い
る
日
出
中
学
校
を
初

め
と
す
る
各
学
校
施
設
の
耐
震
強
化
の
取
り

組
み
、給
食
セ
ン
タ
ー
施
設
の
改
善
、災
害
対
策

等
々
、今
後
の
課
題
も
数
多
く
抱
え
て
い
ま
す
。

着
実
に
諸
般
の
課
題
を
解
決
し
な
が
ら
、ま

た
財
政
運
営
の
健
全
化
を
維
持
し
な
が
ら
の
町

政
運
営
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、今
後
の
対
応
が

き
わ
め
て
重
要
と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
進
め
て
き
た
行
財
政
改
革
、平
成

22
年
度
か
ら
の
第
２
次
行
財
政
改
革
、そ
し
て

今
後
の
町
政
は
、日
出
町
の
将
来
展
望
を
十
分

に
考
え
な
が
ら
、均
衡
の
と
れ
た
町
政
運
営
が

必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。―

３
期
目
の
町
政
に
つ
い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

―
町
長
の
職
責
は
町
政
の
か
じ
取
り
役
と
し

て
、極
め
て
重
要
で
責
任
の
重
い
も
の
で
あ
り
、

町
の
将
来
が
懸
か
っ
て
い
ま
す
。厳
し
い
経
済
、

社
会
情
勢
の
中
で
、未
だ
町
政
に
は
多
く
の
課

題
が
残
っ
て
お
り
、取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
事
項
も
多
々
あ
り
ま
す
。

課
題
は
山
積
し
、ま
だ
ま
だ
道
半
ば
の
状
況

に
あ
り
、各
種
施
策
の
展
開
に
よ
り
、新
た
な
取

り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、許
さ
れ
れ
ば
、引

き
続
き
次
期
町
政
に
つ
い
て
も
考
え
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、大
切
な
こ
と
は
、先
ず
は
任
期
中
の

仕
事
を
全
う
す
る
こ
と
で
す
。

日
出
町
に
は
他
地
区
に
な
い
、素
晴
ら
し
い

歴
史
的
、文
化
的
、さ
ら
に
は
自
然
資
源
が
あ

り
、人
材
に
も
恵
ま
れ
、特
に
、社
会
の
第
一
線

は
退
い
て
も
素
晴
ら
し
い
知
識
、経
験
、技
術
を

有
す
る
人
た
ち
が
沢
山
い
ま
す
。

埋
も
れ
た
資
源
や
人
材
を
生
か
し
て
、更
に

住
み
よ
い
町
と
し
て
大
い
な
る
評
価
を
得
る
よ

う
努
力
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。―

給
与
関
係
条
例
の
改
正
と
運
用
の
適
正
化

３
月
17
日
の
地
元
紙
を
め
く
る
と〝
国
家
公

務
員
比
の
市
町
村
給
与
指
数
全
国
を
上
回
る
、

11
市
町
で
わ
た
り
〞と
い
う
大
見
出
し
の
記
事

が
目
に
入
り
ま
し
た
。

昨
年
も
、平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
で
の
調

査
結
果
が
大
き
く
報
道
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
た

め
、昨
年
12
月
号
の
本
紙
・
町
政
だ
よ
り
欄
で
、

日
出
町
の
職
員
給
与
の
実
情
を
詳
し
く
掲
載
し

ま
し
た
。今
回
の
新
聞
記
事
は
、１
年
を
経
過
し

た
平
成
23
年
４
月
１
日
現
在
で
の
調
査
結
果
が

公
表
さ
れ
た
も
の
で
す
。

こ
の
中
で
日
出
町
は
、ラ
ス
パ
イ
レ
ス
指
数

１
０
１
．１（
前
年
比
０
．２
ポ
イ
ン
ト
増
）、九

重
町
、国
東
市
、日
田
市
、大
分
市
、由
布
市
、杵

築
市
に
次
い
で
７
番
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、給
料
表
の
級
別
構
成
で
日
出
町
は
、６

級（
課
長
職
）以
上
で
32
．９
％
、由
布
市
、別
府

市
、佐
伯
市
、竹
田
市
、国
東
市
、宇
佐
市
に
次
い

で
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、地
方
公
務
員
法
に
定

め
る
職
務
給
の
原
則
に
沿
わ
ず
に
、11
市
町
で

そ
れ
ぞ
れ
独
自
の
年
功
的
な
運
用
を
行
う「
わ

た
り
」が
あ
り
、こ
れ
を
指
摘
さ
れ
、是
正
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。

現
在
、日
出
町
は
、５
％
の
給
料
を
カ
ッ
ト
し

て
も
高
い
数
値
で
あ
り
、こ
の
数
年
来
改
善
に

向
け
て
努
力
を
し
て
き
ま
し
た
。

こ
の
た
び
の
３
月
議
会
に
お
い
て
、日
出
町

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正
案
、

職
員
給
料
５
％
カ
ッ
ト
の
た
め
の
関
係
条
例
の

改
正
案
な
ど
を
提
案
し
て
お
り
、議
会
の
議
決

を
経
て
、適
正
化
に
向
け
て
さ
ら
に
努
力
を
行

っ
て
い
き
ま
す
。

（
次
号
に
つ
づ
く
）
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定 期 相 談 図 書 館 だ より

●行政相談
　ところ　役場新館3階333会議室
　と　き　4月3日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐3150

●心配ごと相談
　ところ　役場新館3階333会議室
　と　き　4月10日（火）10時～15時
　問合先　福祉対策課　☎73‐3121

●心配ごと・行政合同相談
　ところ　豊岡地区公民館
　と　き　4月17日（火）10時～15時
　問合先　総務課　☎73‐3130

●障がい児・者等支援相談
　相談先　 社会福祉法人「みのり村」みの

り障がい者生活支援センター
　　　　　☎72‐2818

●障がい児・者生活支援相談
　相談先　 太陽の家障害者生活支援セン

ター☎72‐1682
　　　　　（受付時間：8時～17時）

●高齢者総合相談
　相談先　 日出町地域包括支援センター

（健康増進課内）☎73‐3115

●家庭児童・母子婦人相談
　相談先　福祉対策課　☎73‐3121

●いつでも子育てほっとライン
　相談ダイヤル　 ☎097‐545‐0110
　　　　　　　 （24時間　365日受付）

●無料人権相談所
　相談先　大分地方法務局杵築支局　
　　　　　☎0978‐62‐2271

●法律相談　（要予約）
　ところ　日出町保健福祉センター
　と　き　 毎月第２・４火曜日（祭日の

場合は休み）13時30分～16
時30分

　費　用　30分につき5,000円
　　　　 （ 収入が一定以下の方及び多重

債務の相談は無料）
　申込・問合先　大分県弁護士会
　　　　　　　　☎097‐536‐1458

萬里図書館　　　☎72－ 2851

4 月の休館日
　2日・8日・9日・16日・22日・23日・29日・30日

読み聞かせ
　■ブーフーウーによる読み聞かせ（10時 30分～ 11時 30分）

　　○とき　4月 14日（土）・赤ちゃんから乳幼児くらいまで

　　○とき　4月 28日（土）・幼児から小学校低学年まで

　■ FUMFUM（フムフム）による読み聞かせ

　　○とき　4月 27日（金）11時～ 11時 30分

　　○対象　0歳～ 5歳くらいまで

新刊案内

「歴史を変えた火山噴火」

石弘之：著　刀水書房：刊

　世界や日本の火山噴火が、ど
う人類の歴史に影響を及ぼして
きたのかを追う。主な火山災害
の一覧表付き。

「サラの柔らかな香車」

橋本長道：著　集英社：刊

　プロ棋士を目指して挫折した
２６歳の瀬尾は、ブラジル生ま
れの美少女サラに出会う。サラ
に瀬尾が将棋を教えると、彼女
は徐々に強くなり…。「才能」の
あり方を問う青春小説。

「あなたは誰？私はここにいる」

姜尚中：著　集英社新書：刊

　人気美術番組の司会役を務め
た著者が、古今東西の絵画や彫
刻等を通して、これまでの自分
を見つめ、美術の魅力を語り、３・
１１後の再生への道筋を明らか
にする。

「震災後」こんな時だけど、そろ
そろ未来の話をしようか

福井晴敏：著　小学館：刊

　東日本大震災発生。世間を震撼
させる「ある事件」が、震災後の日
本に総括を迫るかのごとく野田一
家に降りかかる…。祖父・父・息子
の３世代でつなぐ「未来」の物語。
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募

集

小
学
生
王
将
戦
の
参
加
者
募
集

将
棋
の
普
及
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
開
催
し
ま
す
。
当

日
申
し
込
み
。
参
加
無
料
。

▼
と
き

４
月
15
日
（
日
）
12

時
30
分
受
付
開
始

▼
と
こ
ろ

町
中
央
公
民
館

▼
問
合
先

町
棋
友
会（
岩
尾
）

☎
72
‐
３
１
３
０

講

座

子
育
て
支
援
UP
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
パ
ソ
コ
ン
講
座
」

有
料
託
児
あ
り
ま
す
。

【
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
活
用
法
講
座
】

○
と
き

５
月
８
・
15
・
22
・

29
日

10
時
〜
12
時

○
と
こ
ろ

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料

３
，
０
０
０
円

【
エ
ク
セ
ル
で
出
納
簿
講
座
】

○
と
き

５
月
10
・
17
・
24
・

31
日

10
時
〜
12
時

○
と
こ
ろ

町
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー

○
受
講
料

３
，
０
０
０
円

【
ワ
ー
ド
で
ア
ル
バ
ム
作
り
講
座
】

○
と
き

５
月
11
・
18
・
25
日

10
時
〜
12
時

○
と
こ
ろ

Ｈ
Ｉ
Ｔ
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー

○
受
講
料

２
，
８
０
０
円

▼
募
集
期
限

４
月
20
日（
金
）

▼
申
込
・
問
合
先

パ
ワ
ー
ウ

ェ
ー
ブ
日
出
☎
75
‐
８
６
３
７

求

人

【
正
社
員
】

●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
１
人
●
歯

科
衛
生
士
３
人
●
看
護
師
６
人

●
地
域
福
祉
活
動
補
助
員
２
人

●
清
掃
員
４
人
●
土
木
作
業
員

３
人
●
工
場
内
作
業
員
３
人
●

保
育
士
１
人
●
薬
剤
師
２
人
●

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
２

光化学スモッグの注意報・警報

■光化学スモッグとは
　工場や自動車の排気ガスに含まれる窒素酸化物や炭化水素が、紫外
線によって化学反応した結果、発生するオゾン等の酸化性の物質の総
称です。
　光化学スモッグが発生した場合は、広報車等でお知らせします。

■光化学スモッグの健康被害
　濃度が濃くなるほど、目や喉の痛みや呼吸器障害を訴えるケースが
増えます。また、子どもに多く発生する傾向があり、屋外で運動中の
被害は重症になる場合がありますので、十分な注意が必要です。

■主な症状
　目がチカチカする／目が痛い／涙が止まらない／のどが痛い／せき
が出る／息苦しい／吐き気がする／頭痛がする

■問合先　生活環境課　☎ 73 ‐３１２８
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人
●
電
気
技
術
者
１
人
●
現
場

管
理
者
１

人
●

設
計
、
施
工
、

現
場
管
理
２
人
●
写
真
販
売
及

び
撮
影
補
助
２
人
●
土
木
技
師

１
人
●
カ
メ
ラ
製
造
１
人
●
飲

食
販
売
員
１
人
●
介
護
支
援
専

門
員
３
人
●
自
動
車
部
品
組
立

工
（
障
が
い
者
）
６
人
●
保
育

士
１
人
●
商
品
管
理
１
人
●
自

動
車
及
び
単
車
の
整
備
１
人
●

墓
石
の
案
内
ス
タ
ッ
フ
２
人
●

看
護
助
手
１
人
●
倉
庫
内
作
業

員
２
人
●
ル
ー
ト
配
送
１
人
●

品
質
管
理
業
務
１
人
●
ホ
ー
ル

ス
タ
ッ
フ
１
人
●
自
動
車
板
金

塗
装
工
１
人
●
臨
床
工
学
技
士

１
人
●
検
査
・
洗
浄
作
業
員
１

人
●
電
気
工
事
士
２
人

【
パ
ー
ト
】

●
清
掃
員
３
人
●
惣
菜
・
弁
当

製
造
陳
列
17
人
●
家
庭
教
師
10

人
●
葬
儀
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

３
人
●
警
備
員
３
人
●
物
流
セ

ン
タ
ー
で
の
積
込
・
片
付
け
作

業
２
人
●
店
員
３
人
●
一
般
事

務
１
人
●
調
理
４
人
●
自
販
機

の
清
掃
１
人
●
厨
房
要
員
３
人

●
薬
剤
師
１
人
●
ホ
ー
ル
ス
タ

ッ
フ
１
人
●
児
童
館
臨
時
職
員

１
人
●
カ
ウ
ン
タ
ー
ス
タ
ッ
フ

５
人
●
受
付
及
び
看
護
助
手
１

人
●
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
衣
料
販
売

ス
タ
ッ
フ
10
人
●
荷
受
け
・
検

品
業
務
１
人
●
浴
場
ク
リ
ー
ン

ク
ル
ー
１
人
●
接
客
・
調
理
２

人
●
客
室
係
１
人
●
和
食
調
理

人
２
人
●
食
品
レ
ジ
及
び
商
品

補
充
１
人
●
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
人
●
正
看
護
師
１
人
●
一
般

貨
物
自
動
車
運
転
手
１
人
●
ホ

ー
ル
も
し
く
は
キ
ッ
チ
ン
９
人

●
調
理
補
助
１
人
●
惣
菜
調
製

工
１
人

▼
問
合
先

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
別

府
☎
23
‐
８
６
０
９
町
商
工

観
光
課
☎
73
‐
３
１
５
８

お
誕
生
お
め
で
と
う

（

）
内
は
保
護
者
名
・
地
区
名

景
山

結ゆ
い

叶か

（
貴
弘

太
田
）

大
石

絢あ
や
た太
（
朋
宏

長
野
）

宇
都
宮
碧こ

こ
の乃
（
徹

西
の
二
）

西
見

匠し
ょ
う
き稀
（
和
也

佐
尾
）

大
石

結ゆ

あ愛
（
幸
一
郎

佐
尾
）

安
部

愛ま

な菜
（
宏

上
仁
王
）

庄
司

寛ひ
ろ
み
ち道
（
新
平

南
部
）

工
藤

詩し
お
り織
（
卓
元

辻
の
尾
）

菅
沼

璃り

の乃
（
貴
雄

内
野
）

笠
置

悠は
る
と翔
（
裕
介

内
野
）

住
野

蓮れ
ん

（
彰

上
深
江
）

尾
前

心み

ゆ優
（
巧

牧
の
内
）

吉
弘

結ゆ

あ愛
（
幸
司

軒
の
井
）

小
石

優ゆ
う
な奈
（
健
太
郎

真
那
井
）

ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す

（

）
内
は
行
年
・
地
区
名

菅
原

勝
一
（
73

薄
尾
）

山
田
チ
ズ
ヱ
（
83

中
の
二
）

長
野
八
千
代
（
95

西
の
三
）

植
村
サ
サ
ヱ
（
99

若
宮
）

進
野
テ
ル
コ
（
95

堀
）

光
永

芳
子
（
87

東
部
）

奥

裕
輝
（
21

南
部
）

小
林
み
ど
り
（
74

一
北
）

栁
原

嘉
直
（
84

則
次
）

旗
手
シ
ナ
子
（
97

成
行
）

工
藤

昌
明
（
92

平
原
）

大
石
ヒ
サ
コ
（
90

東
小
深
江
）

岩
尾

太
一
（
84

内
野
）

上
田
千
代
子
（
93

内
野
）

梛
野

芳
朗
（
46

内
野
）

小
石

定

（
99

北
大
神
）

利
光

正
興
（
87

南
大
神
）

阿
南

泰
夫
（
98

軒
の
井
）

岩
尾

好

（
79

片
原
津
）

小
石

武
士
（
60

照
川
）

中
野
フ
サ
コ
（
82

照
川
）

佐
藤
マ
ツ
ヨ
（
101

八
代
）

佐
藤

好

（
85

八
代
）

山
田

祝
生
（
88

八
代
）

＊
以
上
２
月
届
出
分
（
敬
称
略
）
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消化器科・肛門科・外科・内科
泌尿器科・人工透析・リハビリテーション科

鈴 木 病 院
速見郡日出町3904番6

TEL㈹ 0977-73-2131

TEL㈹  0977-73-2151
速見郡日出町藤原1691番地1

すずらんクリニック
介護施設すずらん
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久寿会
医療法人

腎臓内科

http://koumatu.or.jp/
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A
pril

日出町の人のうごき

（　）内は前月比
      　内は昨年４月１日比    　

人　 口 28,636 （－ 23） ＋ 26
 男 13,714（－ 2） ＋ 35
 女 14,922 （－ 21） － 9

世帯数 11,574（－ 3） ＋125

南端
豊岡
日出
藤原
川崎
大神

（－ 2）
（－ 4）
（＋ 1）
（＋ 3）
（－ 11）
（－ 10）

318
7,236
5,862
3,872
5,909
5,439

平成24年3月1日現在の
　　　 住民基本台帳の登録人口

（有）日出ポーク
　増田　德

とく

義
よし

さん（54）

里
り え

江さん（49）
　　　　（南端柏川）

（有）日出ポークが、大分県農

業賞（企業的農業経営部門・法

人経営の部）で最優秀賞を受賞

しました。

経営するのは、増田德義さん、

里江さん夫妻です。

德義さんは、高校を卒業する

と家業の酪農を手伝うようにな

り、翌年には夏でも比較的涼し

い南端地区の気候を利用して、

養豚業を始めました。

当初は、民間企業からの預託

養豚のみでしたが、平成 4年に

繁殖から肥育までを行う一貫経

営に切り替えました。

平成７年に（有）日出ポーク

を設立してから、経営規模を拡

大し、今では母豚350頭を抱え、

年間7,000頭の肥育豚と5,000

頭の預託豚を出荷しています。

環境に配慮し、循環型の排泄

物処理システムを導入。糞尿に

土着菌や石灰を混ぜ、悪臭の出

ない飼育を実現しています。こ

れにより、尿は完全循環、糞は

最終的には堆肥として近隣農家

に無料配布しています。

また、母豚の飼料に焼酎かす

を利用するなど地域資源の有効

活用を進めるとともに、抗生剤

の投与やワクチンの使用を極力

抑えた、安全な豚肉の生産に努

めています。

飼料に気を使うことで、豚の

発育を遅らせ、肉の旨みが増す

ように工夫していると言います。

こうして生産された豚肉は全

農安心システムの認証を受け、

「九州産もち豚」として主に関西

方面で販売されています。

増田さんは、平成 9年に町内

の農産物直売所の立ち上げに携

わったり、平成 16 年からは日

出町の中核的農家で構成する農

業経営者会議の会長も長年務め

るなど、地域農業の活性化にも

尽力しています。

これからの農業の発展には、

6次産業化が大切だと話します。

「良い品質のものを作っている自

信はある。独自ブランド化を目

指し、加工品の開発などにも力

を入れたい」と意気込みを話し

てくれました。

大分県農業賞最優秀賞受賞
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